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麦・大豆国産化プラン

産地名：岩手県花巻産地

（作成主体：花巻市農業推進協議会）

別紙様式第１号別添



１．麦・大豆生産の現状と課題及び課題解決に向けた取組方針

※ 麦・大豆生産における課題（湿害対策、適期播種、土づくり、連作障害対策等の必要性等）を具体的に記載すること。
※ 課題解決に向けて取り組む内容及び今後の生産拡大に向けた方針を具体的に記載すること。

Ⅰ現状と課題について
①小麦
・当地域で主に生産されている小麦は、「ナンブコムギ」、「ゆきちから」、「銀河のちから」の３品種であり、県内外の加工業者
に向けて販売されている。
・連作による地力の低下や収穫時の天候不順による品質低下により、実需者からの需要量を生産できておらず、穂発芽性に
強く、耐病性が高い品種の導入による需要に応じた生産が必要である。

②大豆
・大豆については、「リュウホウ」を中心に県内外の加工業者に向けて販売されている。
・等級比率の低下や、収量の不安定さにより安定供給が図られていないことから、栽培技術の向上を図る必要がある。

品種 面積（ｈa） R5収穫見込み数量（t）

ナンブコムギ ２４５ ２９６

ゆきちから ６４６ １，４０１

銀河のちから ７９ １９６

品種 面積（ha） R4収穫見込み数量（t）

リュウホウ ４３９ ５４３



１．麦・大豆生産の現状と課題及び課題解決に向けた取組方針

※ 麦・大豆生産における課題（湿害対策、適期播種、土づくり、連作障害対策等の必要性等）を具体的に記載すること。
※ 課題解決に向けて取り組む内容及び今後の生産拡大に向けた方針を具体的に記載すること。

③麦・豆共通
・近年、麦、大豆ともに作付面積は横ばいとなっている。
・麦、大豆ともに単収が低い状態となっているが、その原因は連作による地力の低下や排水不良による湿害であり、土壌診断
に基づいた施肥や土壌改良資材の投入による地力の向上、排水対策による湿害の回避が必要となっている。
・近年は、担い手への農地の集約が急進し、1経営体あたりの作業面積が拡大したことにより、適期作業の逸失等が起こり、
単収低下を引き起こしており、作業の効率化を図るための計画的な団地化やブロックローテーション等を推進することが課題
となっている。

Ⅱ課題解決に向けた取り組み方針について
・団地化の推進
団地化率向上を図るため、花巻市地域農業マスタープランや花巻市水田農業ビジョンによる農地集積の推進と連携し、機

械導入による作業の効率化や適期管理、適期収穫等、栽培期間を通じて作業を効率化し、作付け面積を拡大する。また、ブ
ロックローテーションによる計画的な作付けおよび連作障害の回避を講ずる
・麦品種の検討
穂発芽性に強く、耐病性が高い品種「ナンブキラリ」の導入を検討する

・土づくり
土壌に起因する低収要因の改善に向けて、ほ場の土壌診断と、その結果に基づく施肥等の土づくりに向けた取組を実施す

る。

・排水対策
排水の改善に向けて、排水対策（弾丸暗渠、額縁明渠、心土破砕等）の推進を継続する。

・病害虫、雑草対策
課題となっている病害（麦：赤カビ病、縞萎縮病等 大豆：紫斑病等）、難防除雑草（帰化雑草類等）への対策について関係

機関と適宜検討し、対策を講じる。
・JA等関係機関と連携し指導会等を適宜開催し、農薬等の散布時期を逸失しないよう周知を行う。



２．産地と実需者との連携方針

実需から要望される品種や需要量等を適切に把握するとともに、作型や収量性を考慮し、品種の選定・導入の検討を行う。

※ 産地と実需者については具体的な名称を記載すること。
※ 麦の実需者は、麦を原料とした加工品等の製造を業とする者（製粉会社、製パン会社、製麺会社等）とする。
※ 大豆の実需者は、大豆を原料とした加工品等の製造を業とする者、大豆の販売を業とする者及びこれらの者が組織する法人その他の団体とする。
なお、販売を業とする者を実需者とする場合は、その者が販売する先（最終実需者）について、代表的な者の名称を記載すること。

※ 産地と実需者それぞれの国産麦・大豆取扱量の現状とおおむねの目標値を記載すること。
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日東富士製粉株式会社
協同組合全国製粉協議会

岩手県味噌醤油工業協同組合
昭和産業株式会社

日東富士製粉株式会社
福島県味噌醤油工業協同組合
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株式会社岩崎清七商店
株式会社相原商店
株式会社日清商会

兼松ソイテック株式会社
男前豆腐株式会社
関庄糧穀株式会社
あづま食品株式会社
株式会社吉田文吾商店
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(有)茨久保
(農)農プロ上似内
髙橋　拓海

(農)にしに
高橋　好
(有)盛川農場
佐藤　有司
(農)とみさわ
佐藤　和光
(農)ゆもとファーム
(有)アグリスト
(農)東中島
(農)なべくら
(株)阿部総業
(農)遊新

岩手県花巻産地
取扱量 現状：麦2,034トン・大豆424トン

目標：麦2,400トン・大豆600トン 実需者
安定供給
品質等要望



※ 産地と実需者との連携について、図等を用いて明示すること。
※ 取組の中心となる農業者等を必ず位置付けること。

３．麦・大豆の国産化に向けた推進体制及び各関係者の役割

花巻市農業推進協議会 花巻市

花巻農業協同組合 中部農業改良普及センター
生産者への適切な営農指導
実需者ニーズに合わせた販売調整

生産者、関係機関に対する栽培技術等の
情報提供

実需者

安定供給

需要
（必要とする量・
品種・品質）

花巻市水田農業ビジョンに基づく産地
交付金地域設定メニューにより、麦・
大豆の取り組みを支援

生産者
(有)茨久保・(農)農プロ上似内・髙橋　拓海・(農)にしに・高橋　好・(有)盛川農場
佐藤　有司・(農)とみさわ・佐藤　和光・(農)ゆもとファーム・(有)アグリスト
(農)東中島・(農)なべくら・(株)阿部総業・(農)遊新

産地計画に基づいた推進

人・農地プランに基づき実需者の意向を
踏まえながら麦・大豆生産の推進
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